
７
月
31
日
、
中
央
市
民
会
館
の
会
議
室
に

30
名
の
組
合
員
が
集
ま
り
第
25
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
山
本
副
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
の
中

で
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
４
名
の
組
合

員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
。

議
長
に
12
班
の
高
木
常
雄
氏
を
選
出
し
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
広
瀬
資
格
審
査
委
員
か
ら
委

任
状
を
含
め
、
組
合
員
の
過
半
数
の
参
加
で
大

会
が
成
立
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
田
健
治
支
部
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て

出
席
い
た
だ
い
た
宇
佐
美
県
本
部
執
行
委
員
長

、
山
田
越
労
連
議
長
、
民
主
市
政
の
会
か
ら
小

川
事
務
局
長
、
自
治
み
ら
い
の
辻
浩
司
幹
事
長
、

山
田
共
産
党
市
議
団
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
高
橋

越
谷
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
五
十
嵐
書
記
長
か
ら
２
０
１
６

年
度
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
誕
生
会
を
兼
ね
た

支
部
行
事
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー

ク
、
学
習
会
等

各
種
の
活
動
の

状
況
等
に
つ
い

て
と
、
支
部
の

運
営
体
制
と
現

状
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し

た
。次

に
会
計
担

当
の
樋
口
書
紀

次
長
か
ら
２
０
１
６
年
度
の
会
計
報
告
、
小
口

会
計
監
査
か
ら
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
の
後
２
０
１
７
年
度
の
活
動
方
針
と
予

算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
は
要
求
で
団
結
し
、
み
ん
な
で

討
議
、
み
ん
な
で
行
動
し
要
求
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

活
動
報
告
、
会
計
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
、

予
算
案
、
活
動
方
針
は
質
疑
応
答
の
あ
と
採
決

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
（
今
回
配
布
物
に
い
れ
て

お
き
ま
す
の
で
お
読
み
く
だ
さ
い
）
が
全
員
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）
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「
あ
な
た
は
ど
こ
の
国
の
総
理
で
す
か
」

核
兵
器
禁
止
条
約
は
人
類
の
希
望

２０１７年

２３１号
８月２３日（水）

７
月
７
日
、
国
連
は
核
兵
器
を
違
法
化
す
る

核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択
し
ま
し
た
。
１
２
４

カ
国
が
参
加
し
、
１
２
２
カ
国
が
賛
成
し
ま
し

た
。
国
連
加
盟
１
９
３
ヶ
国
の
63
％
に
あ
た
り

ま
す
。
条
約
採
択
は
、
日
本
の
被
爆
者
を
は
じ

め
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
求
め
る
世
界
各

国
と
市
民
社
会
の
、
永
年
に
わ
た
る
共
同
の
と

り
く
み
が
結
実
し
た
歴
史
的
な
で
き
ご
と
で
す
。

日
本
政
府
は
、
核
保
有
国
が
参
加
し
な
い
会

議
は
有
効
性
が
な
い
と
の
理
由
で
国
連
会
議
に

参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
月
６
日
広
島
で
、
９
日
に
は
長
崎
で
今
年

も
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
平
和
祈
念
式
典
が
開
か

れ
ま
し
た
が
、
両
式
典
と
も
条
約
を
大
き
く
歓

迎
す
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
条
約

に
背
を
む
け
る
日
本
政
府
に
た
い
し
て
、
厳
し

い
批
判
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

田
上
富
久
長
崎
市
長
は
「
条
約
の
交
渉
会
議

に
参
加
さ
え
し
な
い
（
政
府
の
）
姿
勢
を
被
爆

地
は
到
底
理
解
で
き
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

首
相
に
面
談
し
た
長
崎
の
被
爆
者
、
川
野
浩
一

さ
ん
は
「
あ
な
た
は
ど
こ
の
国
の
総
理
で
す
か
。

私
た
ち
を
見
捨
て
る
の
で
す
か
」
と
強
く
せ
ま

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
核
兵
器
の
禁
止
・
廃
絶
に
ま
と
も

に
向
き
合
お
う
と
し
な
い
日
本
政
府
に
た
い
す

る
深
い
怒
り
は
、
国
民
の
中
に
大
き
く
広
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

８
月
２
日
の
朝
日
新
聞
の
「
ど
う
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
条
約
を
め
ぐ
る
読

者
の
意
見
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
「
北
朝
鮮
な

ど
が
条
約
に
そ
っ
ぽ
を
む
い
て
い
る
も
と
で
、

我
が
国
の
一
方
的
な
条
約
へ
の
加
盟
に
は
反
対
」

と
の
投
稿
に
た
い
し
て
、
意
見
表
明
が
掲
載
さ

れ
た
４
人
は
そ
ろ
っ
て
条
約
の
有
効
性
を
述
べ
、

条
約
の
積
極
的
な
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の
中
に
、
日
本
と
世

界
の
未
来
に
た
い
す
る
大
き
な
希
望
を
実
感
し

ま
す
。
そ
れ
は
条
約
に
示
さ
れ
た
核
兵
器
の
完

全
廃
棄
を
め
ざ
す
世
界
各
国
の
人
々
の
高
い
理

性
と
強
い
決
意
、
さ
ら
に
条
約
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
た
人
た
ち
に
対
す
る
尊
敬
で
も
あ
る
の

で
す
。

（
吉
田
正
美
）

越
谷
支
部
第
25
回
定
期
大
会

大
会
議
案
は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

１
年
間
全
力
を
尽
く
し
ま
す

支
部
長

吉
田
健
治

新
し
い
役
員
が
左
表
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
さ
ん
が
副
支
部
長
に
、
広
瀬
さ
ん
が
書
記

次
長
に
加
わ
り
書
記
局
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
高
木
さ
ん
、
川
原
さ
ん
を
執
行
委
員
に

迎
え
支
部
の
活
性
化
に
、
森
さ
ん
を
編
集
委
員
に

迎
え
機
関
紙
発
行
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

支
部
の
活
動
で
は
誕
生
会
の
４
大
行
事
、
ク
ラ

ブ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
習
会
を
一
回
り
大

き
く
す
る
と
と
も
に
、
目
に
見
え
る
班
活
動
を
推

進
す
る
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

勿
論
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
す
。
今
年
は
み
ん
な
で
行
動
、
み
ん
な
で

討
議
を
柱
に
し
ま
す
。
年
金
切
り
下
げ
を
ゆ
る
さ

な
い
活
動
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
役
員
は
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
運
動
し
ま
す
。

２０１７年度の新役員

支部長 吉田 健治

副支部長 足立 秀機

副支部長 森山 勝司
副支部長 山本 英郎

書記長 五十嵐光範

書記次長 樋口 昭男

書記次長 広瀬 久雄
書記次長 吉田 正美

書記次長 和田 幸雄

執行委員 大野 幸男
川原 利雪 栗原 三郎

木暮 昴 瀬川 依子

高木 常雄 保坂 一歩

松本 久子 森 秀夫
会計監査 小口 文子

伊東 正人

皆さん、どうぞよろしく
お願いします。

次回の宣伝活動 ９月２０日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口


